IGOR版　気球航跡予測計算の簡易説明
（ご注意）

このIGORファイルは、学習用のデモとして作られたものです。正確さを必要とする用途には使用できません。

（０）動作
動作確認済み
IGOR v.6.12 Mac
（１）気象データ
テキストファイルで、
「高度、風速ベクトル（u+v or U+風向など）、気圧」
が列ごとに与えられているファイルを準備する。
用意できるファイルの形式に合わせて、IGORのファイル読み込みのプログラムを変更する必要はある。
データの高度が気球の計算上の最高高度までをカバーしている必要がある。
不等間隔であってもプログラムで自動的に気象データを内挿補間してから計算に使用している。
いくつか添付されているテキストファイルは、気象庁が公開している釧路のゾンデデータ。１行目：気圧、２行目：高度、３行目：風速、４行目：風向。

なお、IGORファイルと同じディレクトリ（ホーム）にテキストファイルを配置しておくことで、IGORから気象データをプルダウンメニューで選択できるようになっている。

読み込み部分を変更すれば、バイナリの気象データを扱う事も可能。
（２）実行
フライトパターンの設定
最初から表示されるテーブルの３列
b_alt 気球高度(km)
b_sp 気球上昇速度(m/s)
b_tm かかる時間(sec)
でパラメタを設定します。
例えば
b_alt
b_sp
b_tm

0
5
（空欄）
25
0
500

25
-4.5
（空欄）
の例では、
放球時上昇速度5m/s
25kmまで5m/sで上昇し、その後レベルフライトを500sec、
その後、高度25kmで、気球カット
ただし、地上落下時の降下速度4.5m/s
（この降下速度4.5m/sは、気球カット時の降下速度ではなく、パラシュートによる地上着地直前の速度を与える。気球カット時の降下速度は当然もっと速い。その速度はプログラム中で気圧でパラメタリゼーションされている。）
b_spがゼロ（レベルフライト）のときは、必ずb_tmに秒数を入れる必要がある。
b_spがゼロでなければ、自動的にb_tmは計算される（この場合、b_tmに数値が入力されていても、上書きされる）
なお、IGORではテーブルに空欄を入力するときは、「nan」と入力する
このテーブルの設定で、より複雑なフライトパターンにも対応することが可能。
レベルフライトがない場合には、b_spがゼロの行で、b_tmにもゼロを入力すればよい。
実行
「START」ボタンを押して、プルダウンメニューで気象データのテキストファイルを選択すると、自動的に計算が実行され、描画される。放球点が北海道大樹町多目的宇宙航空公園に設定されている。変更したい場合には、マクロ中の緯度・経度の数値を変更。距離と緯度・経度を変換するための係数も必要。
（３）補足

気球カット後のパラシュート降下中の鉛直速度について
気圧（空気密度）の平方根に反比例させて、地表での値がパラメタで与えた速度になるようにしているだけの単純な計算になっている。ごく単純な慣性抵抗による落下運動の終端速度の式をベースにしている。
より正確には、パラシュートのスペック、ペイロードなどに依存するはずだが、この計算のパラメタ設定で着地速度をそれなりに与えれば、実用上は大差ないと思われる。
